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編  修  趣  意  書 
（教育基本法との対照表） 

                                                                               

受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-163 高等学校 外国語 英語コミュニケーションⅡ  
発行者の番
号・略称 

教科書の 
記号・番号 

教 科 書 名 

177 増進堂 CⅡ177-901 FLEX ENGLISH COMMUNICATION Ⅱ SECOND EDITION 

 

１．編修の基本方針 

本教科書は，教育基本法の目的と理念に則り，かつ英語コミュニケーションⅡで示される目標に向

けて，次の３点を編修の基本方針とした。 

１. ４技能（５領域）を統合的に扱い，コミュニケーションの力を総合的に養う。 

英語コミュニケーションⅠではそれぞれの技能を断片的に取り扱う部分が多く見られましたが，

この英語コミュニケーションⅡにおいては，それぞれの技能を複合的，統合的に扱うことにより，

コミュニケーションの力を総合的に向上できるように工夫を凝らしています。具体例として，聞き

取った内容をまとめ，まとめた内容を踏まえてグループやペアで意見や考えを共有し合う，といっ

たように「聞くこと」から「話すこと」へ，ある技能から異なる技能へ続けて扱うような，複数の技

能を用いてコミュニケーションを図る仕組みを随所に設けています。 

 

２. 種類に富んだ題材を通して，国際理解，人間性を育む。 

 多様な社会をこれから生きていく生徒にとって，英語を学習していくと同時に，人間として個性

や生き方を尊重し合うことや，社会的，文化的側面から国際理解も高められるように，異なる種類

の題材を用意しています。ある人物の生き方に関する題材，社会的，科学的な題材など，豊富な種類

の題材を通して，さまざまな考え方を育むための要素を含んでいます。得た知識を，言語活動を通

して利用することで，他者の意見や考えに触れることができ，多様な観点を育むことができます。 

 

３. 生徒自ら発信していく，主体的に学ぶ姿勢を向上させる。 

英語コミュニケーションⅠで培った内容や言語材料は，継続して英語コミュニケーションⅡの中

でも繰り返し使用されています。ⅠからⅡへスパイラルのように語彙や表現を繰り返し提示，使用

を促す仕組みを紙面で展開することにより，定着を図ることができ，あらゆる技能を用いて発信し

ていく姿勢を身につけていくといった工夫を凝らしています。また，さまざまな言語活動で，語彙

や表現，例文など，一定の支援を設けています。聞き取りの問いで読まれているスクリプト自体が，

発表用にそのまま使える仕組みになっているなど，単に聞き取って終わりではなく，聞き取った内

容全体を参考にして次の活動へとつなげていくことができます。 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

Lesson 1 

教科書本文 
日本文化の一つとして挙げられる「アニメ」において，実

在の場所を舞台にしたことにより，現地に訪れる人々が増

加し，交流する機会が生まれ，その結果，経済効果を生み

出す，という背景を読み取らせ，文化への尊重，また，国

際社会の発展への寄与する態度を養わせたい。（第 5

号） 

p.9-23 

Lesson 2 

教科書本文 

若くして科学者，発明家として活躍するギタンジャリ・ラ
オ氏が，脚光を浴びるようになったきっかけを読み取らせ，
また，彼女がこれからを生きる生徒に対して抱く想いを理
解させたい。（第 2, 3 号） 

p.25-39 

Lesson 3 

教科書本文 
塩の役割に触れさせ，歴史的にどのように扱われたのか，

文化的背景として，どのように使用されてきたのかを読み

p.41-55 
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取らせ，伝統や文化を尊重する精神を養わせたい。（第 5 号） 

Lesson 4 

教科書本文 
ウミガメの生態などについて読み取らせることで，生命を

尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養わ

せたい。（第 4 号） 

p.57-71 

Lesson 5 

教科書本文 
行列を待つ際の心理に関して，その心理状況や状態の変化

をもたらす要因が何かについて学ばせることで，幅広い知

識と教養を身に付け，真理を求める態度を養わせたい。（第

1 号） 

p.79-93 

Lesson 6 

教科書本文 
ヒューマンライブラリーの実情や実態を知ることで個々人

の価値を尊重し，学習障害を持った人，あるいは職を失っ

た人の話を聞くことで，他者の立場を想像し，相手への理

解の態度も養わせたい。（第 2, 3 号） 

p.95-109 

Lesson 7 

教科書本文 
坂茂氏が建てた建造物や災害時の慈善活動など，彼の考え

や精神を学ぶことにより我が国の郷土を愛すること，また，

他国を尊重し，国際社会への平和と発展に寄与する態度を

養わせたい。（第 5 号） 

p.111-125 

Lesson 8 

教科書本文 
人間と常に共存するウイルスは，一体どのように形成され

ているのか，ウイルスに対してどのように対処し，発展を

築き上げてきたのかについて触れさせ，生命を尊ぶ態度を

伸ばすこと，また，国際社会の平和と発展に寄与する態度

を養わせたい。（第 4, 5 号） 

p.127-141 

Lesson 9 

教科書本文 
サプールの考え方から，自主及び自立の精神を養うととも

に，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，

その発展に寄与する態度を養わせたい。（第 1, 3 号） 

p.149-163 

Lesson 10 

教科書本文 
宇宙飛行士として活躍された向井千秋氏の宇宙へ飛び立

つまでのストーリー，宇宙で行った実験など，彼女のバイ

オグラフィーを読み取らせたい。また，彼女が現在考えて

いる宇宙研究の内容などを踏まえて，これからの宇宙開発

や国際社会の発展に関連する内容を涵養する。（第 1, 5 号） 

p.165-179 

 

 

３．上記の記載事項以外の特に意を用いた 

①昨今，重要視される課題を題材にした点 

観 点 特 色 

１ 近年注視される社会 

問題に関する題材につ 

いて 

◆世界各地で起きている社会問題に対して，どのように対応，解決して

いくべきかを考えさせるような題材を選定しました。具体的には，ウイ

ルス（Lesson 8）に関する内容では，近年，新型コロナウイルスやイン

フルエンザなど，身近に感染症が存在すること，また，そうしたウイル

スが引き起こす病は，世界的に問題視され，私たち生活や社会のあり方

にも大きな影響を及ぼしました。また，「ヒューマンライブラリー

（Lesson 6）」の単元では，LGBTQ や社会的マイノリティの人たちに

着眼し，他社への意識を向けることで，客観的な思考を養い，さまざま

な社会問題に対しての意識を養わせます。 

２  科学界を牽引する人物

について 

◆若くして科学者，発明家として知られるギタンジャリ・ラオ氏

（Lesson 2）はアメリカのある都市で起きた水質問題を機に，鉛を検

知する装置を開発し，世界から脚光を浴びました。自身と同じような，

若い科学者を育てるために，世界中でワークショップを開くなど，熱心

に活動をしています。また，宇宙飛行士として有名になった向井千秋氏

（Lesson 10）は，宇宙飛行士になるまでの過程もさることながら，現
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在も最先端の宇宙科学の発展に寄与しています。科学の内容だけを切

り取って文章で表現するとなると，どうしても専門的な内容ばかりに

なってしまい，技術や理論などの理解が難しく感じることがあります。

人物のバイオグラフィーをもとに，どのように科学と関わっているの

か，どのようなことをしているのかなど，人物を引き合いに科学のトピ

ックに触れることで，理解しやすいように工夫しています。 

３ 伝統や歴史などの文化 

的価値 

◆歴史や伝統，文化，芸術に関わる内容も紹介し，自国と他国との違い

を受け入れ，それぞれの国の良さに気づき，さらなる視野を広げられる

ように理解を促しています。塩（Lesson 3）は日頃，調味料の一つとし

て使うことが多いですが，それ以外の用途でも使われています。歴史的

な部分で見れば，お金に代わるものや，現代だとある宗教上の儀式や，

化学製品にも塩は使われています。他国や異文化によっても塩の使わ

れ方が異なる部分に着眼し，他の製品のさまざまな歴史，文化について

調べる活動へつなげていきます。 

 

②主体的に学習に取り組められるような特色 

観 点 特 色 

１ 語彙学習を支援する 

Vocabulary Building 

◆英語コミュニケーションⅠに比べて英語コミュニケーションⅡにな

ると，新出語として学習する語彙数が約２倍近く増えます。語彙を効率

的に学習できるような仕組みとして，Vocabulary Building ページを設

けています。接頭辞，接尾辞，語幹など，語彙をパーツごとに見る意識

を養うことで，語彙学習の効率化を図る工夫を取り入れています。 

２  コミュニケーション力

を底上げする Skill 

◆各 Skill のページでは，リーディングだけでなく，リスニングやスピ

ーキング，ライティングなど，あらゆる技能で使える表現を学ぶことが

できます。Skill で紹介している項目は Lesson 内でも応用できるもの

で，Skill と Lesson を組み合わせて学習を進めていくことで，英語の力

を底上げします。 

◆基本的な Skill の内容を学んだ後に，練習問題（Let’s do it!）を設けて

います。学んだ情報を復習することで定着を図ります。Skill で学んだ

表現を利用した活動も設けており，インプット→インテイク→アウト

プットという流れが自然とできる仕組みになっています。 

３  あらゆる技能を統合的

に扱う活動問題 

◆Skill の練習問題と Lesson 章末の活動には，やり取り，発表を行う問

題，記述形式の問題など，さまざまな技能を用いた活動を設けていま

す。 

◆読んだ内容，あるいは聞き取った内容をまとめ，まとめた内容を踏ま

えて，意見や考えを共有したりする問いがあります。さまざまな考えや

意見を共有することで，生徒の知識が深まり，思考力，判断力，表現力

の向上に繋がっていきます。 

◆Lesson 章末の活動は，段階的に活動を進められるような形にしてい

ます。暗記，調査や分類といったインプット中心の低次思考力を用いる

活動から，最終は発表や記述といった高次思考力を用いる問いへステ

ップアップしていく形式になっています。段階的に活動を経ることで，

情報を構築しながら最終のアウトプットまで移行できるため，唐突な

アウトプットを求めることなく，順を追って活動を展開できます。こう
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した形式の裏には，CLIL（Content and Language Integrated Learning）

の理論をもとに作成をしています。 

 

③生徒の学習を促す配慮 

観 点 特 色 

１ 視認性の工夫 ◆本書の文字色や指示文について，弱視の生徒にも広く対応できるよ

うに黒色の文字で基本示しています。また，指示文はどのような問題に

取り組むべきかを理解しやすくするために，ゴシック系の文字を使用

し，文字の識別がしやすいような工夫を凝らしています。 

◆随所に題材に関連する写真や挿絵を配置することで，英文の内容を

理解する際の支援としています。 

２ 生徒の個人学習を促す 

工夫 

◆各 Skill の練習問題，Lesson 章末の Final Task には，ある一定の例を

示しています。教員の進行をサポートするだけでなく，生徒が事前に予

習や復習課題としても使用できます。 

◆本文に記した二次元コードを各種機器で読み取ることにより，各

Lesson の英文，新出語の音声を聞くことができます。生徒の好きなタ

イミングに使用することができます。 
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編  修  趣  意  書 
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

                                                                               

受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 
107-163 高等学校 外国語 英語コミュニケーションⅡ  

発行者の番
号・略称 

教科書の 
記号・番号 

教 科 書 名 

177 増進堂 CⅡ177-901 FLEX ENGLISH COMMUNICATION Ⅱ SECOND EDITION 

１．編修上特に意を用いた点や特色                    

特色１ Skill と Lesson の連動性―繰り返し学習を行う仕組み 

 Skill で学習する表現や方法は，「聞く」「読む」「話す（やり取り）」「話す（発表）」「書く」の４技能５領域すべてに通

ずる内容になっています。主張や理由・根拠，事実や意見など，情報を正確に捉えるための表現や方法が記されています。

Skill で紹介されている内容は Lesson 内の英文や活動でも使われており，繰り返し触れるような工夫を凝らしています。

繰り返し学習していくプロセスを経ていくことで，自然とインプット，インテイク，そしてアウトプットへの移行をスム

ーズにします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Skill 1 考えや意見を伝え合う方法 

Skill 2 複数のパラグラフの構成 

Skill 3 時間・順序の表現 

Skill 4 比較・対比の表現 

Skill 5 例示・情報の追加の表現 

Skill 6 原因・理由／結果の表現 

Skill 7 言い換え／要約の表現 

Skill 8 プレゼンテーションの準備 

Skill 9 スキミング 

Skill 10 スキャニング 

Skill 11 未知語の推測 

Skill で学ぶ表現とは別の

関連表現も，本文中で扱う

ことで，より深く学ぶこと

ができます。 

＜Skill 5 例示・情報の追加＞ 

Skill 5 では for example, such 

as ~, in addition, alsoなどの表

現を学びます。例文，練習問題を

もとに使われ方を学びます。 

本文中でも繰り返

し使用 

Lesson 4の英文でも Skill

で学習した表現を繰り返

し使用し，定着を図りま

す。 

① ② 
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特色２ 複合的な技能の使用―思考・判断・表現力の向上 

 各 Lesson の語彙や表現，文法といった知識の定着，そして英文の読解を図った上で，アウトプット活動へと向かう流

れになっています。より深い思考や判断，表現力の底上げをするために，Final Task では複数の技能を用いた構成を各

Lesson で設けています。聞き取った内容をまとめ，まとめた内容を自身のプレゼンテーションやライティングで使用し

たり，意見を共有したり，と複数の技能を使用します。Lesson 内で得た内容，単語や文法といった知識を Final Task で

活用していくことで，思考，判断，表現力を伸ばす工夫を取り入れています。 

 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Lessonの英文を理解 

ここではギタンジャリ・ラオに

関する内容を理解し，彼女が紹

介する「5 steps」について理解

します。 

②Lessonの語彙や文法を学習，

練習 

本文中で扱われている語彙や重

要文法事項を学びます。Final 

Task でも各 Lesson で学習する

語彙や文法を使用しています。

初出の文法事項は，Final Task

へ移る前に，十分なインプット

を行うためのページを設けてい

ます。 

③①，②で学習した知識，技能を

用いた活動 

英文理解，また，Lesson内で使

用された語彙や文法を進めた後

に，それらを活用して活動を行

います。ここでは，本文中で学ん

だ 5 steps について以下の構成

で技能を複合的に扱っていま

す。 

① 5 steps についての詳しい内

容を聞き取る，まとめる 

② 聞き取った内容を踏まえて，

グループで 5 steps を考えるた

めの問題提起を行う 

③  提起した問題に対して，5 

steps でどのように解決方法を

見いだせるか，発表を通して，考

えや意見をクラス内で共有を行

う 
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特色３ 段階的に学習できる構成―主体的学ぶ姿勢を養う 

 上記の特色１，２で示しているように，学んだ表現を繰り返し使用したり，複数の技能を用いたりして，得た知識の定

着，そして思考，判断，表現力の向上を踏まえていますが，それらの工夫の意図の裏側には，生徒自身が主体的になって

取り組む姿勢を養うためでもあります。例えば，スピーキングやライティングの活動で，「～について話し合いなさい」，

「～について自身の意見を書きなさい」といったように，唐突に問われるような問題では生徒自身も取り組みづらく，学

習に向かう姿勢も損ねてしまう可能性があります。 

そうした懸念事項を避けるために本書では，インプットからアウトプットへと段階的に学習できる仕組みを設けるこ

とで，本文中で得た知識・技能をもとに，章末の Final Task まで応用できる，継続的かつ意図的に内容を連動させるよう

な構成にしています。また，そうした段階的な学習の中で，生徒がどこでつまずいているのか，生徒自身が顧みることが

でき，主体的に学習に取り組む姿勢を少しずつ意識づけることができます。 

❶ 

      

 

 

 

 

 

 

❷ 

 

 

 

 

 

 

 

❸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各技能でも応用できる語（句），

表現を学ぶ 

・例文，練習問題を通して，使わ

れ方を学ぶ 

●重要表現のインプ

ット 

・本文に関連した音声の聞き 

取り 

・ Lesson 内容に沿った Open 

Question 形式の問題 

●スキーマの活性化 

●Lesson への導入 

・本文では議論しやすいトピッ

ク，最新の時事に関する内容を

取り上げています。 

（例）向井千秋氏と新たな宇宙飛

行士，アルテミス計画 

・本文内容を踏まえたリテリング

活動 

 

●本文内容へのアプ

ローチ 

●知識・技能の習得 



8 

 

❹ 

 

 

 

 

 

 

 

❺ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・段階的なアウトプット活動 

（例） 

❶本文中でも取り上げられた「アル

テミス計画」について，概要を聞き

取る，まとめる 

❷まとめた内容をもとに，計画の内

容について，自身がどのように思う

か，グループで意見を共有する 

❸どのようにすれば，宇宙飛行士が

ミッションを達成するために，快

適な宇宙生活を過ごすことがで

きるか，案を考え，書き起こす 

●さらなる思考・判

断・表現の活用 

●主体的に学習に向

かう力を養う 

・本文内容の理解度を確認 

・本文中で使用されている重要文

法事項の確認 

●知識・技能の再 

確認 

●思考・判断・表現を

用いた応用問題 
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２．対照表 

図書の構成・内容 

学習指導要領の内容 

該当箇所 

配

当 

時

数 

2 内容 

3 内容の 

取扱い 

(1)英語

の特徴や

きまり 

(2)情報を

整理しな

がら考え

などを形

成し，英語

で表現し

たり伝え

合ったり

すること 

(3)言語活動及び言語の働き 

① ② 

Skill 1 

イ, ウ イ, ウ イ ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

(1) p.6 

1 

Skill 2 イ, ウ  ウ  (1) p.7 1 

Lesson 1 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，カ ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（オ） 

(1), (2) p.9-23 

7 

Skill 3 

イ, ウ イ イ，オ ア（ア）（イ）

（ウ）， 

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

 p.24 

1 

Lesson 2 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，オ ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

(1), (2) p.25-39 

7 

Skill 4 
イ, ウ イ, ウ カ ア（ア）（ウ），

イ（ウ）（エ） 

 p.40 
1 

Lesson 3 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，カ ア（ア）（イ），

イ（ア）（ウ）

（エ）（オ） 

(1), (2) p.41-55 

7 

Skill 5 

イ, ウ イ, ウ イ，オ ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

 p.56 

1 

Lesson 4 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，オ，

カ 

ア（ア）（イ），

イ（ア）（ウ）

（エ）（オ） 

(1), (2) p.57-71 

7 

Optional 1 
ア，イ , 

ウ 

 イ，ウ  (2) p.72-75 
4 

Vocabulary Building 1 

ウ  ウ，カ ア（ア） 

イ（ウ）（エ）

（オ） 

 p.76-77 

※ 

Skill 6 

イ, ウ ア，イ ウ，エ ア（ア）（イ），

イ（ア）（ウ）

（エ）（オ） 

 p.78 

1 

Lesson 5 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，オ，

カ 

ア（ア）（イ）

（ウ）， 

イ（ア）（ウ）

（エ）（オ） 

(1), (2) p.79-93 

8 

Skill 7 

イ, ウ イ ウ，エ ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

 p.94 

1 

Lesson 6 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，オ，

カ 

ア（ア）（イ）

（ウ）， 

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

(1), (2) p.95-109 

8 

Skill 8 ウ     p.110 1 
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Lesson 7 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，オ，

カ 

ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

(1), (2) p.111-125 

8 

Skill 9 

イ, ウ イ ウ，エ ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

 p.126 

1 

Lesson 8 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，オ ア（ア）（イ）

（ウ）， 

イ（ア）（イ）

（ウ）（オ） 

(1), (2) p.127-141 

8 

Optional 2 
ア，イ , 

ウ 

 イ，ウ  (2) p.142-145 
4 

Vocabulary Building 2 

ウ  ウ，カ ア（ア）（ウ） 

イ（イ）（ウ）

（エ）（オ） 

 p.146-147 

※ 

Skill 10 イ, ウ  ウ   p.148 1 

Lesson 9 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，カ ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

(1), (2) p.149-163 

8 

Skill 11 

イ, ウ イ  ア（ア）， 

イ（ア）（イ）

（ウ）（オ） 

 p.164 

1 

Lesson 10 

ア，イ，

ウ，エ 

ア，イ, ウ イ，ウ，エ，カ ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

(1), (2) p.165-179 

8 

Vocabulary Building 3 

ウ  ウ，カ ア（ア）（ウ） 

イ（イ）（ウ）

（エ）（オ） 

 p.180-181 

※ 

Optional 3 
ア，イ , 

ウ 

 イ，ウ  (2) p.182-185 
4 

HOT TOPICS 

イ イ，ウ エ ア（ア）（イ），

イ（ア）（イ）

（ウ）（エ）（オ） 

 p.186-191 

※ 

 計 99 

※は各学校で弾力的運営を想定している。 
 

 


